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≪３月２４日（木）例会 KKRホテル 5階「瑞宝」≫ 

◎卓  話 「トンガ・ラグビー・ライナーズ 

について」 

         ラグビー元日本代表 

現 近鉄ライナーズアンバサダー 

タウファ統悦(とうえつ)様 

♪本日の歌  「君が代」「四つのテスト」 

 

 

≪３月３１日(木）ＧＭ≫ 

◎前年度会長幹事慰労会＆オークション 

 

 

 

≪１２月１６日（木）ＰＲ例会≫ 

 会員数１７名 出席者８名（５７．１％） 

 ＊１１月１１日(木）例会修正出席率 ６９．２％ 

 会員数１７名 例会出席者６名／ﾒｰｸｱｯﾌﾟ３名 

 

 

 

 

 

 

 

幹事 表 孝典君 

◎本日、トンガへの義援金を贈呈するため、ラグビ

ー元日本代表、現近鉄ライナーズアンバサダーを

されているタウファ統悦様にお越し頂きました。 

 また卓話も行って頂けます。どうぞ宜しくお願い

致します。 

◎3/10(木)、定例理事会を行いました。 

◎3/26(土)、会長エレクトセミナー（PETS）に田村

会長エレクトが出席されます。ご苦労様です。 

◎次週(3/31)はＧＭとなっております。 

前年度の政岡会長と木戸幹事の慰労会を合わせて

行います。 

また、オークションも行いますので、お家にある

品物をご持参ください。売り上げにご協力をお願

い致します。 

◎4月より 1年間米山奨学生を受け入れることにな

りました。 

 名 前：羅 婕今（ラ ショウキン） 女性 

 国 名：中国 

 大 学：大阪大学  

4/7(木)16時より米山奨学生オリエンテーション

に、今回カウンセラーを引き受けて頂いた島君が

出席されます。 

また、例会後、定例理事会を行います。 

 

≪12/16 年 次 総 会≫ 

会長 北井孝彦君 

◎次年度理事・役員について、会長・幹事のみ本日は

承認となりました。 

現時点で副会長・副幹事、次年度各担当につきまし

て未定となっております。どうぞ皆様のご協力を宜

しくお願い致します。 

幹 事 報 告 



 

  

 

・次年度会長 田村嘉宏君 

・次年度幹事 井上善博君 

 

《1/25 LINE による持ち回り理事会》 

◎議題 

「トンガ王国海底火山噴火、津波被害への義援金

拠出について」 

15 日に発生した親日国トンガ王国の海底火山の噴

火と津波で大きな被害が発生しました。 

地元花園近鉄ライナーズには日本代表のシオサイ

ア・フィフィタ選手はじめ 3 人のトンガ出身の選

手やスタッフがいますが、先日島会員のご紹介で

卓話に来ていただいた花園近鉄ライナーズセール

スマネージャー伊藤太進様を通じて義援金をお渡

ししたいと思います。 

・義援金 10 万円 

◎これについて、1/31 に賛成多数で承認となりまし

た。 

 

≪３月度定例理事会議事録≫ 

日 時 2022 年 3 月 10 日（木）18：30 ～ 

場 所 KKR ホテル大阪 6 階「ﾎﾞｰﾄﾞﾙｰﾑ」 

出席者 北井、田村、木戸、政岡、阪田、井上、表 

  (欠席者 谷口、小寺) 

◎3・4 月行事予定 

 3月 3日㈭ 臨時休会 

 3月 10日㈭ 定例理事会 

 3月 23日㈬ 東輪会ゴルフコンペ 

（北井・表・政岡・木戸・井上）*敬称略 

 3月 26日㈯ ＰＥＴＳ（田村会長ｴﾚｸﾄ） 

 3月 31日㈭ ＧＭ 

 4月 7日㈭ 定例理事会 

       米山奨学生オリエンテーション 

（島カウンセラー） 

  4月 9日㈯ 次年度の為の地区協議会 

  4月 14日㈭ 公休日 

 4月 24日㈰ 東大阪中央 RC創立 50周年式典 

（北井会長、表幹事） 

 4月 28日㈭ 公休日 

 

 

 

◎議 案 

１．クリスマス家族会収支報告について 

井上例会担当より収支報告がなされた。 

(収 入） 

会費             345,000 円 

会員交流費より        100,000 円 

例会費より          20,800 円 

会長・幹事・委員長よりｶﾝﾊﾟ 80,000 円 

合計 545,800 円 

(支 出) 

KKR 支払い         265,700 円 

プレゼント代等             273,238 円 

合計 538,938 円 

1. ＧＭについて 

3/31㈭ KKR ホテルにて行うことで決定。 

政岡前会長、木戸前幹事の慰労会とオークショ

ンを同時に行うことを決定。 

2. トンガとウクライナへの義援金について 

地区からの依頼のトンガへの寄付については、

先日の持ち回り理事会で承認の通り、クラブで

行う。また島会員に後日贈呈の為例会へ来られ

る日程を調整依頼。 

ウクライナへの寄付については、寄付金の送金

先、使途について検討する。 

3. 次年度理事・役員について 

井上次期幹事より、次年度委員会編成について

地区協議会へ参加の依頼と共に各担当者へ依

頼承認済み。 

4. 財団寄付（年次寄付・ポリオプラス）と米山特

別寄付について 

昨年末までに寄付を頂けなかった会員に対し

て、改めて年度末までご協力をお願い致しま

す。 

5. 栄誉会員についての細則見直しについて 

栄誉会員に関する理事会議事録の経緯確認 

6. 「邦文定款第 4 条への疑問」冊子発送の報告と

今後の予定 

全国ガバナー事務所・地区内各クラブ・ロータ

リーの友事務所等 125 件を発送済み。 

今後、全国ガバナー事務所へ「ロータリーの歴

史に学ぶ」の冊子の発送、4 月以降に全国ガバ 

ナーエレクト事務所へ「邦文定款第 4 条への疑 



 

  

 

問」冊子を発送予定。 

7. 100 周年の撮影等について報告 

100 年誌、「クラブの広場」に北井会長の投稿や、

ロータリーミニッツ 2660 映像に表幹事へのイン

タビューや過去のクラブ行事等の写真提供などを

行って進めています。 

  

 

 

会長 北井孝彦君 

【2021-12-16（第 1008 回)】 

皆さんこんばんは。 

 今日はロータリーの友 12 月号から「バギオ基金」

についてお話しします。 

バギオは首都マニラから北へ約 250 ㎞、標高約

1500m で、人口 30 万～35 万人の学園都市でフィリ 

ピン第２の都市で日本の避暑地である軽井沢のよう

なところです。 

1903 年（明治 36 年）ロータリーが出来る 2 年前、

日本人 125 名を載せた東洋汽船の香港丸と言う一隻

の客船がフィリピン･マニラ港に錨を降ろしたのが始

まりです。バギオ山頂に続くベンゲット道路は大変

な難工事で、なかなか進みませんでした。そこで、

日本人がまじめで勤勉なのを知り労働者を募集した

のです。50 メートルに一人、人柱が出来るほどの難

工事でしたが無事完成し、残った人達は現地の人と

結婚したりしてフィリピンにしっかり根をおろし、

各地に豊かな邦人社会を形成しました。延べ 2000

人の日本人労働者が工事に関係し約 700 人の人が犠

牲になったと言われています。 

太平洋戦争の時、日本軍はフィリッピンに 60 万人

が上陸しました。生還したのは 10 万人でした。そ

の最後の激戦地がバギオであった訳です。バギオに

は日系フィリピン人が大勢いたので、壊滅直前の日

本軍は、日本語が出来、日系人である彼等に協力さ

せたのです。日本軍の敗戦後、彼等日系フィリピン

人は、日本軍に協力した事で現地住民の迫害を受

け、自分が日本人であることをひた隠しに隠し、バ

ギオ山中に逃げ込んで生活をしていました。 

そんな捨てられた民に救済の手を差し伸べたのが、

カトリック修道院シスターテレジア海野でした。シ

スター海野は静岡市生まれ。還暦を機にフィリピン 

 

の貧しい人々のために余生を捧げるべく、1972

年マニラのマリア宣教者フランシスコ修道会に赴

任しました。たまたま休暇にバギオへ行く途中、

ベンゲット道路開拓には日本人労働者が活躍した

という事やその後の彼らの境遇を聞き、彼らの子

孫は今どこでどうしているのだろうと心を痛めま

した。そして手当たり次第に日系人の消息をたず

ね歩き、一人二人とその存在を明らかにしていき

ました。「もう日系人だと隠さなくても大丈夫。

これからは皆で助け合っていきましょう」と言う

シスター海野の言葉に、海苔巻を食べながら 27

年ぶりに日本語を話し、人々は声をあげて泣いた

といいます。“なにか私にできることはないの”

と言うシスター海野の言葉に、彼らの答えはいつ

も子供の教育のことばかりでした。ほとんど定職

をもたず食べていく事もままならな 

い彼らにとって、学校の授業料は大変な負担でし

た。 

この恵まれない日系人の子供達に奨学金を提供

し、この国の為に有意な人材を育てるお手伝いの

協力をお願い出来ませんかと相談がありました。 

当時、日本のロータリークラブの東京は 258 地区

として１つの地区でした。その世界社会奉仕

（WCS）の活動の一環としてバギオを取り上げま

した。現地のロータリークラブの協力も得て、準

備期間３年をかけ 1981 年 9 月にバギオ基金が設

立され今日に至っています。 

その後、2009 年 7 月「一般社団法人比国育英会

バギオ基金」となりました。以下に基金の概要を

記します。 

【奉仕事業の概略（基金創立以前の４年を含む）】 

 1.奨学金の提供額 581,100 ドル＋380 万円 

 2.現物提供 学用品、衣類等を訪問の都度提供し

ている。 

 3.バギオ訪問事業 実施 39 回 参加延人員 1,267 名  

4.対象奨学生 3,674 名  

5.対象奨学生の進路 医師、看護婦、弁護士、公

務員、軍人、建築士、秘書等々。さらに、農

業、電気･電子、コンピューター、自動車、商

業、教育等の各分野。  

6.受入留学生（2008 年 4 月より）14 名 敦賀短

期大学、京都ﾉｰﾄﾙﾀﾞﾑ女子大学、(学)石川学園  

会 長 の 時 間  



 

  

 

専門学校大育、沖縄 JCS 学院、亜細亜大学卒業生

は、介護福祉 士・看護師・調理師の資格を取り日

本で就職。または語学力を生かし日本やフィリピ

ンの日本企業に就職。 

 

【2021-12-19（第 1009 回)】 

皆さんこんばんは。 

本日はクリスマス家族会です。 

〇クリスマスは何の日？ 

 キリストの誕生した日と思われている方も多いと 

思いますが、正確にはキリストの誕生を御祝いす 

る日です。 

 ・Christ（キリスト）＋mass（ミサ＝礼拝）の意味。  

〇では、キリストの生まれた日はいつでしょうか？ 

 聖書に記載はなく、諸説ある。約２０００年前。 

〇プレゼントを贈る習慣ができたのは？ 

 4 世紀にトルコに実在した子供達を可愛がった慈 

悲深い司教の聖ニコラウスが貧苦に喘ぐ家庭の窓 

から金貨を投げ入れたところ、その金貨が暖炉に

かかっていた靴下にそのまま入りました。このこ

とから「サンタクロースが靴下にプレゼントを 

入れてくれる」という風習が生まれました。 

〇サンタクロースは 

 ・聖ニコラウスは、オランダ語（Sinterklaas）で

「シンタクロース」その後 17世紀にアメリカに 

渡り英語的な発音になおされ「サンタクロー 

ス」となったとのことです。 

〇サンタの衣装は、何故 赤色と白色なの？ 

 司教（聖ニコラウス）の衣装が赤色と白色であっ 

たからです。 

〇クリスマスには何故ケンタッキーなの？ 

 海外では、七面鳥を食べるのが定番であり、ケン 

タッキーを食べるのは日本だけのようです。 

１９７４年１２月にケンタッキーのクリスマスプ 

ロモーションが始まった。 

 ・カーネルサンダース 

 お店で出迎えてくれるお馴染みのカーネルサン 

ダースの人形の襟にはロータリーバッジが、、、。 

そうです、カーネルサンダースはロータリアンで

した。 

 

 

 

 

 

「上杉鷹山(うえすぎようざん)公について」 

田村嘉宏君 

① 日本の現状と米沢藩・なぜ上杉鷹山を話そう

と思ったか 

１．我々の日常生活 google検索、翻訳、音声、

LINE、apple、amazon 通信販売、aws(総務省が

使うクラウド)CR ワクチンや薬品 

産業のイノベーション→アメリカの GAFAM(グ

ーグル、アップル、旧フェイスブック、アマゾ

ン、マイクロソフト)いずれも一人の人間が一

代で創業し巨万の富を築く。サービスやコミ

ュニケーション、新しいシステム。 

ちなみに 2021年日本の上場企業(3793社)の時

価総額約 772兆円 2021年 GAFAM1050兆円  

２．国の国債残高約 1200 兆円。年間予算の歳入

の 4割が国債発行。国債の格付け 

(さらに 100兆円)→GDPの三年分→返すにはハ

イパーインフレ、預金封鎖借入を増やすと金 

利の支払いが必要なので年金や保険の予算を

削らなければならない。 

３．異次元緩和、低金利政策で円安が続く。→輸

入物価の高騰、原油の高騰、小麦の高騰。低賃

金が続く(非正規労働者が約 4 割)  人口減

にかかわる。昨年出生数が約 80万人。 

今まで物価が上がってこずデフレだったがこ

れからインフレになる可能性も。 

４．産業も労働者の 5 人に 1 人が働く自動車産

業があるが SDGS の観点から世界では EV にシ

フトしている。 

生産ランキングでは 1 位アメリカテスラ社 2

～5位はすべて中国メーカー。6位に日産。ト

ヨタやホンダは出遅れる。半導体やパソコン

のようにならないか心配である。国の政策→

税制、インフラ、補助金、自動運転。 

すでに韓国と一人当たり GDP で 4000 ドルの差

がある。数年以内に台湾と逆転。ここ１０年で

GDP520兆円台で変わらず。 

 

 

卓 話 抄 録 



 

  

 

➁ 上杉鷹山 略歴と事績 

『代表的日本人』・内村鑑三 

1751 年 日向国（宮崎県）高鍋藩主、秋月種美

（たねみつ）の二男、江戸に生まれ

る。 

1760 年 10歳 米沢藩主、上杉重定の養子と

なる。 

 

1767 年 17歳 第 10代米沢藩主となる。「治

憲」と改名する。武士に大倹約を命ず

る。 

1722 年 22歳「籍田(せきでん)の礼」をはじ

める。 

1773 年 23歳 重臣７人が改革政治に反対し

て「七家騒動」を起こす。 

1776 年 26歳 興譲館を再興し、学制を制定

する。 

1785 年 35歳 隠居。家督を治広にゆずった

後も藩政を指導する。 

1806 年 56 歳 ｢養蚕手引｣を発行･配布する。

(自助、共助、公助) 

  1882年 72歳で生涯を閉じる。 

 

○当時、米沢藩はばく大な(借金約 200億?)をかか

え、民衆も苦しんでおり、鷹山はこれらを乗り

越えるために、自分から模範を示して節約に努

め、自分の生活費を八分の一に、新たな産業を

おこし、財政の立て直しに全力で取り組む。 

養蚕・織物・陶磁器・和紙などの産業を盛んに

し、特産品も今に伝わっている。 

暗殺されたケネディ大統領が最も尊敬する日本

人としてあげている。娘のキャロラインケネデ

ィ大使も父は上杉鷹山公を尊敬していましたと

話しており、在任中、米沢市を訪問している。 
 

〇「なせば成る、なさねば成らぬ何事も、成らぬは

人のなさぬなりけり」という言葉を残した名君。

強い意志で何事も行なえば必ず成就する。 
 

③ 上杉家について 上杉謙信の領地・越後の国

200 万石 

その後、上杉家は関ケ原の合戦で石田三成に味 

 

方をしたため、徳川家康により会津（福島県）

１２０万石から、米沢（山形県）３０万石に減

らされる。さらに３代藩主のころは、半分の１

５万石にまで減らされる。 収入を増やそうと

して重税を課したので、逃げる者(逃散)も多

く、１３万人の人口は、１７６０年ごろは１０

万人程度にまで減少。また、家臣が借金を頼ん

でも貸主がうんと言わず、家臣は明日食べるコ

メにも困ったという。 

 

天明の大飢饉 

1782年の凶作に始まり，翌年関東の洪水，浅間

山噴火、全国的冷害などで大飢饉が発生。津軽

藩の 20 万の餓死者をはじめ奥羽・九州地方に

被害甚大であった。'84年以後も飢饉が続き，

天明年間で 90 数万の人口減少をみた。このた

め米価は高騰し，江戸をはじめ全国各地で打ち

こわしが続発したが米沢藩では餓死者がほと

んど出なかった。 

 

 ④ リーダーとして 率先垂範、有言実行、熟慮断交、

謙虚であれ 

初めて国入りした時の農民の窮状。倹約令。五十

人いた奥女中を九人に減らす。一汁一菜、木綿の

着用を決める。武士は通常、絹の衣服次にお城の

庭を畑にし、自ら鍬を持ち、耕す。士農工商の身

分制度がある中で武士が農業すればよいと考え

実践する。武士の常識ではありえないこと。体制

打破。 

「籍田の礼」(せきでんのれい)を行う。この儀式

は、鷹山や家臣一同が神社に参拝したのち、ある

村の荒れた田の土に対して、数回ずつ鍬（すき）

入れするもの。 

荒地や山林の開拓。武士たちはそんなことする 

人間はいないと反対。すさまじい権力闘争にす

る。 

反主流派の登用により、改革を推し進める。 
 

○上杉鷹山の経営学 

目的、優先順位、戦略の明確化 

・目的とゴールを明確に示す 

・情報は全て共有する 



 

  

 

・職場での討論を活発にすること。立場や身分に

臆することなく自分の意見を言ってほしい 

・討論からの合意は尊重する 

・現場を重視する。机上の論理ではなく、現場の生

きた学問から学ぶ 

・鷹山の改革は、まず「火種を移す」ことから始ま

った。藩主になって初めて米沢入りしたときに見

た荒れ果てた領内に絶望しかけたとき、カゴの中

にあった煙草盆の灰皿の底に火種を見つけた。そ

の火種を新しい炭に火を移すように、改革の火も

少しずつ移していこうと決心する 
 

〇 改革を妨げる三つの壁                                

1 制度の壁 

2 物理的な壁                                

3 意識（心）の壁                     

この心の壁を叩きこわすためには、 

1 情報はすべて共有する 

2 職場での討論を活発にする 

3 その合意を尊重する 

4 現場を重視する 

5 城中（藩庁）に、愛と信頼の念を回復する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 組織は人である 

組織は人で構成される。鷹山のやり方は組織と

いう固まりを見るのではなく、構成する一人ひ

とりに目を向ける。                                                                   

位や身分にこだわらず、思いやりと優しさの気持

ちを込めて家臣や人々と接する。民への愛。 

〇人材育成 藩校の設立、興譲館（こうじょうか

ん）は、江戸時代の鷹山の命により、上杉綱憲の

学問所を再建して成立した藩校である。 

〇鷹山の組織マネジメントは、ボトムアップの

尊重とトップダウンのバランスを取る。トップ

からの情報伝達や指令は、一方的な命令とはせ

ず、目的と意味合いの共有、戦略と方法を伝え、

一人一人に納得と共感をしてもらい組織を動か

す。 

上杉鷹山は改革に先立ち、自ら率先、行動で周りに

示す。 
 

○ ｢してみせて、言って聞かせて、させてみる｣ とい

うやり方。 
 

⑤ 伝国の辞 

一、国家は先祖より子孫へ伝え候 国家にして我私

すべき物にはこれ無く候 

一、人民は国家に属したる人民にして我私すべき物

にはこれ無く候一、国家人民の為に立たる君にし

て君の為に立たる国家人民にはこれ無く候 

 →主権在民 

右三条御遺念有間敷候事 

天明五巳年二月七日   

一、国（藩）は先祖から子孫へ伝えられるもので

あり、我（藩主）の私物ではない。 

一、民（領民）は国（藩）に属しているものであ

り、我（藩主）の私物ではない。 

一、国（藩）・民（領民）のために存在・行動す

るのが君主（藩主）であり、“君主のために存

在・行動する国・国民”ではない。 

この三ヶ条を心に留め忘れることなきように。 
 

⑥ ヒューマニズム、愛と思いやり 

○正室の幸姫（よしひめ）は重定の次女（同母

の姉妹は夭折）で、鷹山公の 2歳年下であった 

が、ポリオ?だったといわれている。 



 

  

 

彼女は 1769年（明和 6年）に婚礼を挙げ、1782

年（天明 2年）に 30歳で死去するという短い生

涯であった。鷹山公は江戸藩邸に側室を置かなか

ったうえ、晩年まで雛遊びや玩具遊びの相手を

し、二人は仲睦まじく暮らした。重定は娘の遺品

を手にして初めてその状態を知り、不憫な娘への

治憲の心遣いに涙したという（、家督を譲ってか

らは米沢に隠居し、江戸藩邸の娘とは幼少時から

顔を会わせていないのである）。 

幸姫から多くを学ぶ。人生の生き方を学ぶと同時

にあきらめずに続けることの大切さ。 

 

⑦ 72歳で鷹山公が亡くなったとき多くの領民が泣

き、葬儀に数万人が集まったという。米沢藩は借金

をすべて完済し、５０００両の余剰金が残ったとい

う。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会員交流委員会 

◎会員のお誕生日    

 1月 18日 小寺史郎君 2月 15日 松ケ下由行君 

3月 5日 井上善博君 3月 17日 島 啓介君  

3月 22日 政岡政広君 

◎奥様のお誕生日 

2月 4日 島千加子様 2月 7日 辻レイ子様 

3月 3日 谷垣康子様 3月 3日 井上聡子様 

 

  

例会担当委員会 

(12/16) 合計 13,000円 今年度累計  183,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12/19(日)KKRホテル大阪 14階「オリオン」にてクリスマス家族会が行われました。 

まだコロナ禍ではありましたが感染対策を万全にして22名の参加で開催されました。 

今回はゲームを楽しみながらの景品を豪華にしたり、コロナ禍で色々工夫することで新たな発見も

あり、それが今後クリスマス会の企画に活かされることもあると思います。 

島さんイルミネーションの提供有難うございました。 

例会・会員交流の皆さん、ゲーム等を盛り上げて頂き有難うございました。 

 

本日のお祝い 

ニコニコ箱の報告 

https://www.weblio.jp/content/1769%E5%B9%B4
https://www.weblio.jp/content/1782%E5%B9%B4
https://www.weblio.jp/content/1782%E5%B9%B4


 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


